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書
評

水
谷
裕
佳 

著

『
先
住
民
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
の
米
国
編
入

―
―
越
境
と
認
定
』

（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

佐
々
木
直
美
（
法
政
大
学
准
教
授
）

本
書
は
、
メ
キ
シ
コ
と
米
国
の
両
国
に
ま
た
が
っ
て
居
住
す
る
先

住
民
族
ヤ
キ
の
う
ち
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
を
中
心
に
居
を
構
え
る
ヤ

キ
の
一
部
の
人
々
が
米
国
先
住
民
「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
」
と
な
っ
て

い
く
過
程
に
つ
い
て
、
米
国
先
住
民
研
究
の
視
点
か
ら
描
い
た
意
欲

作
と
言
え
よ
う
。
本
書
の
構
成
と
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
は
序
章
で
本
書
を
執
筆
す
る
動
機
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
の
人
々
に
対
し
て
米
国
先
住
民
認

定
の
理
由
や
経
緯
に
つ
い
て
著
者
が
質
問
し
た
際
の
興
味
深
い
出
来

事
で
あ
っ
た
。
米
国
政
府
に
よ
る
先
住
民
認
定
は
、
当
該
集
団
の
主

権
の
保
持
、
ト
ラ
イ
ブ
政
府
の
設
置
や
保
留
地
の
獲
得
な
ど
と
い
っ

た
米
国
社
会
で
の
権
利
獲
得
を
意
味
す
る
非
常
に
重
要
な
出
来
事
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
質
問
に
対
す
る
返
答
は
「
知
ら
な

い
」
ま
た
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
書
は
、
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
の
人
々
が
自
ら
の
歴
史
に
つ
い

て
知
り
、
語
る
一
助
と
な
る
べ
く
認
定
の
経
緯
に
つ
い
て
の
考
察
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
研
究
対
象
者
を
中
心
的
な
読
者
と
想
定
し
た
研
究

成
果
で
あ
る
。
以
下
に
本
書
の
構
成
と
各
章
の
紹
介
を
行
う
。
第
一

章
「
現
代
の
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
を
取
り
巻
く
議
論
」
で
は
、
パ
ス
ク

ア
・
ヤ
キ
と
、
米
国
に
お
け
る
先
住
民
認
定
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な

解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
存
在
す
る
認
定
基

準
の
紹
介
は
、
巻
末
付
録
１
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法
の
概
要
」

と
併
せ
て
、
米
国
先
住
民
研
究
の
た
め
に
は
言
わ
ず
も
が
な
、
広
い

意
味
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
も
貴

重
な
参
考
資
料
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
「
メ
キ
シ
コ
に
お
け

る
ヤ
キ
の
反
乱
と
越
境
の
再
考
」
に
お
い
て
は
、
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ

の
直
接
の
祖
先
で
あ
る
ヤ
キ
が
、
メ
キ
シ
コ
の
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・

デ
ィ
ア
ス
政
権
（
一
八
七
六
～
一
九
一
一
年
）
下
に
伝
統
的
な
居
住

地
を
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
越
境
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
政
治
・
社

会
的
背
景
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
工
業
化
を
柱
と

し
た
メ
キ
シ
コ
の
近
代
化
に
邁
進
し
て
い
た
デ
ィ
ア
ス
政
権
は
、
経

済
発
展
を
目
的
と
し
て
ヤ
キ
が
伝
統
的
に
居
住
し
て
い
た
肥
沃
な
土

地
の
収
奪
に
乗
り
出
し
、
強
制
移
住
や
反
抗
的
な
者
た
ち
の
奴
隷
化

に
よ
っ
て
ヤ
キ
を
迫
害
し
た
。
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
生
じ
た
ヤ
キ

に
よ
る
武
装
蜂
起
は
、
米
国
の
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
一
六
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
到
達
し
て
以

来
、
入
植
者
に
対
し
て
度
重
な
る
反
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
で
付
与
さ

れ
て
き
た
ヤ
キ
の
戦
闘
的
イ
メ
ー
ジ
や
野
蛮
性
を
不
当
に
強
化
す
る

偏
っ
た
報
道
へ
と
容
易
に
結
び
つ
い
た
こ
と
も
著
者
は
指
摘
す
る
。

そ
の
な
か
で
当
時
、
米
国
の
新
聞
が
報
じ
た
ヤ
キ
像
に
つ
い
て
の
分

析
は
、
ね
つ
造
記
事
の
横
行
や
、
文
章
と
写
真
・
挿
絵
な
ど
の
映
像

資
料
と
の
不
整
合
と
い
っ
た
偏
見
報
道
が
新
聞
の
読
者
に
植
え
付
け

た
ヤ
キ
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
者
は
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
メ
キ
シ
コ
の
ヤ
キ
に
つ
い
て

は
恐
怖
心
を
煽
る
よ
う
な
戦
闘
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
報
道
す
る
一
方
、

ア
メ
リ
カ
の
ヤ
キ
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
米
国
に
流
布
し
て
い
た
米

国
先
住
民
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
重
ね
、
両
者
は
あ
た
か
も
異
な
る

集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
章
に
お
け
る
重
要
な
指
摘
は
、
米
国
へ
の
移
住
の
意
義
で
あ

る
。
メ
キ
シ
コ
政
府
に
よ
る
ヤ
キ
の
迫
害
期
と
さ
れ
る
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
伝
統
的
な
民
族
の
土
地
を
遠
く
離

れ
て
多
く
の
ヤ
キ
が
国
境
を
越
え
た
動
機
は
、
単
に
個
人
的
理
由
か

ら
で
は
な
く
、
メ
キ
シ
コ
軍
と
戦
う
同
胞
に
対
し
て
国
境
の
向
こ
う

側
に
民
族
存
亡
の
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
も
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う

視
点
は
重
要
で
あ
る
。
米
国
の
ヤ
キ
は
、
武
器
や
資
金
を
非
公
式
の

ル
ー
ト
で
メ
キ
シ
コ
の
ヤ
キ
の
も
と
に
送
り
届
け
る
な
ど
し
て
、
物

資
・
精
神
の
両
面
に
お
い
て
強
い
繋
が
り
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
側
か
ら
は
「
歴
史
」
が
運
ば
れ

た
と
い
う
逸
話
に
は
思
わ
ず
唸
ら
さ
れ
た
。
シ
ャ
ツ
の
内
側
に
文
章

を
縫
い
付
け
て
、
走
者
が
米
国
に
向
け
て
非
公
式
ル
ー
ト
を
駆
け
抜

け
た
と
い
う
の
だ
。
こ
の
「
シ
ャ
ツ
一
杯
の
歴
史
」（
五
七
頁
）
に

つ
い
て
、
未
だ
そ
の
よ
う
な
シ
ャ
ツ
の
現
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
著
者
は
述
べ
て
い
る
が
、
民
族
存
亡
の
機
に
ヤ
キ
が
「
書
か
れ
た

歴
史
」
に
託
し
た
も
の
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
か
、

つ
い
想
い
を
馳
せ
た
く
な
る
の
は
評
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
さ

て
、
第
三
章
「
米
国
南
西
部
に
お
け
る
観
光
産
業
と
先
住
民
」
は
続

く
第
四
章
と
と
も
に
本
書
の
核
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
米
国
先
住
民

「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
」
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
が
解
明
さ
れ
る
。
当
時
、

国
家
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
を
模
索
し
て
い
た
政
府
は
、
先

住
民
に
「
米
国
ら
し
さ
」
の
一
端
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
同
時

に
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
鉄
道
と
高
速
道
路
が
発

達
す
る
と
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
移
住
し
て
き
た
ヤ
キ
が
居
住
す
る
ア
リ

ゾ
ナ
を
含
む
米
国
南
西
部
で
は
観
光
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
か
ら
買
収
し
た
ば
か
り
の
南
西
部
の

自
然
と
そ
こ
に
住
む
人
々
は
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
魅
力
的
な
米
国
内

の
観
光
資
源
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
の
主
流
社
会
が
当

時
求
め
て
い
た
「
先
住
民
像
」
や
「
国
家
の
歴
史
」
の
枠
組
み
に
ア

リ
ゾ
ナ
の
ヤ
キ
が
都
合
良
く
は
め
込
ま
れ
て
行
く
様
子
を
豊
富
な
資

料
に
よ
っ
て
丁
寧
に
裏
付
け
、
そ
の
こ
と
が
結
局
は
後
の
保
有
地
獲

得
や
先
住
民
認
定
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
点
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
に
お
い
て
米
国
先
住
民
研
究
を
学

ん
だ
著
者
な
ら
で
は
の
手
腕
で
あ
ろ
う
。
第
四
章
「
難
民
労
働
者
か
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ら
米
国
先
住
民
へ
」
に
お
い
て
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
難
民
と
し
て

米
国
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
ヤ
キ
が
、
安
価
で
重
要
な
労
働

力
の
提
供
者
と
し
て
他
の
米
国
先
住
民
と
共
に
米
国
の
労
働
市
場
に

編
入
さ
れ
て
い
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
か

ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
米
国
の
移
民
政
策
お
よ
び
先
住
民
政

策
の
転
換
と
、
一
九
六
〇
年
代
に
生
じ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
運
動
が
、
ヤ
キ
の
米
国
市
民
権
獲
得
、
一
九
六
四
年
の
土
地
付

与
、
さ
ら
に
は
一
九
七
八
年
の
先
住
民
認
定
を
強
く
後
押
し
し
、
さ

ら
に
は
ヤ
キ
の
人
々
に
米
国
社
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
意
識
改
革

を
も
た
ら
し
た
と
い
う
指
摘
は
、
ヤ
キ
と
他
の
米
国
先
住
民
と
の
関

係
も
著
者
が
意
識
的
に
考
察
の
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
箇
所
だ
。
第
五
章
「
先
住
民
認
定
後
の
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
社

会
」
で
は
、
米
国
先
住
民
と
し
て
自
覚
的
に
行
わ
れ
て
い
る
パ
ス
ク

ア
・
ヤ
キ
の
人
々
の
活
動
を
紹
介
す
る
（
付
録
２
「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ

キ
・
ト
ラ
イ
ブ
憲
法
の
概
要
」
参
考
）
と
と
も
に
、
本
書
の
付
録
３

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
・
ト
ラ
イ
ブ
憲
法

（
改
正
中
）
取
締
規
則
第
７
部
：
研
究
」
が
今
後
の
パ
ス
ク
ア
・
ヤ

キ
研
究
へ
課
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
課
題
と
そ
の
解
消
へ
向
け
て

の
提
案
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
終
章
に
お
い
て
は
、
再
び
最
初
の
疑

問
へ
と
立
ち
返
る
。
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
の
人
々
が
米
国
先
住
民
認
定

の
経
緯
に
つ
い
て
「
知
ら
な
い
」「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
意
味

に
つ
い
て
、
著
者
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
「
ヤ
キ
の
人
々
の
大
半

が
米
国
先
住
民
認
定
の
過
程
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
他
人

事
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
」（
一
六
八
頁
）
か
ら
で
あ
り
、
彼
ら
に

と
っ
て
よ
り
重
要
な
出
来
事
は
、
文
字
通
り
自
分
た
ち
の
居
場
所
を

確
保
で
き
た
、
土
地
獲
得
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
。

以
上
が
本
書
の
簡
単
な
要
約
で
あ
る
が
、
最
後
に
評
者
が
と
く
に

興
味
を
抱
い
た
点
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
試
み
る
。
一
点
は

呼
称
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
パ
ス
ク
ア
」
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
キ
リ

ス
ト
教
の
復
活
祭
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
注
で
記
し
（
三
頁
）、
こ

の
呼
称
が
「
米
国
先
住
民
と
し
て
の
権
利
を
獲
得
し
た
際
に
ト
ラ
イ

ブ
と
し
て
得
た
呼
称
で
あ
る
」（
二
四
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
が
、

民
族
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
本
書
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
呼
称
に
関
す
る
考
察
が
あ
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
な
ぜ
元
々
の
民
族
名
「
ヤ
キ
」
で
は
な
く
、
米
国
に
お
い
て

ス
ペ
イ
ン
語
で
、
し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
と
関
連
す
る
語
を
民
族
名
に

冠
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
復
活
祭
（
パ
ス
ク
ア
）
と
の

関
連
で
言
え
ば
、
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
ヤ
キ
に
よ
る

復
活
祭
の
儀
礼
の
一
部
が
米
国
の
観
光
産
業
に
よ
っ
て
と
く
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
祭
り
が
お
こ

な
わ
れ
る
そ
の
冬
の
時
期
で
も
温
暖
な
ア
リ
ゾ
ナ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

か
っ
た
同
産
業
の
意
図
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
八
〇
頁
）、
一
九

六
〇
年
代
に
「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
一
九
六
四

年
に
は
協
会
の
活
動
に
よ
っ
て
土
地
獲
得
が
実
現
し
、
一
九
七
八
年

の
米
国
先
住
民
認
定
の
際
に
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
と
し
て
登
録
さ
れ
た

者
は
当
協
会
に
所
属
す
る
人
々
に
限
定
さ
れ
て
い
た
（
一
二
二
―
一

二
四
頁
）
事
実
が
示
す
「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
協
会
」
と
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
と
の
関
係
に
疑
問
が
残
る
。
も
う
一
点
は
、
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ

の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
民
族
の
存
続
を
願
い
な
が
ら
国
境

を
越
え
、
米
国
に
移
住
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
に
居
を
構
え
た
ヤ
キ
の
人
々

は
、
米
国
で
土
地
と
社
会
的
権
利
を
確
保
し
、「
パ
ス
ク
ア
・
ヤ

キ
」
と
な
る
過
程
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
テ
キ
サ
ス
な
ど
に
在
住

し
て
い
た
た
め
認
定
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
民
族
の
一
部
を
切
り

離
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
米
国
主
流
社
会
が
提
供
す
る

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
学
校
」
で
の
教
育
や
英
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
主
流
社
会
が
求
め
る
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
像
」
を
内
在
化
し
、

汎
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
て
い
っ
た
」

（
一
二
八
、
一
三
三
頁
）。
そ
の
結
果
、
著
者
も
指
摘
す
る
通
り
、「
パ

ス
ク
ア
・
ヤ
キ
」
に
な
る
こ
と
で
、
米
国
内
の
認
定
か
ら
漏
れ
た
ヤ

キ
や
、
メ
キ
シ
コ
の
ヤ
キ
と
は
「
心
理
的
な
距
離
」
が
生
ま
れ
て
い

る
（
一
六
六
頁
）。
今
後
、
パ
ス
ク
ア
・
ヤ
キ
と
そ
れ
以
外
の
ヤ
キ

は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
主
流
社
会
か
ら

得
た
先
住
民
認
定
と
引
き
換
え
に
失
っ
た
も
の
は
な
い
の
か
。
ヤ
キ

の
人
々
の
「
多
重
的
な
生
の
声
」
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う
な
研
究
、

あ
る
い
は
国
境
や
集
団
を
越
え
た
比
較
研
究
な
ど
、
著
者
の
今
後
の

研
究
に
自
ず
と
期
待
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
刺
激
的
な
著
書
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
佐
々
木
直
美（
さ
さ
き
・
な
お
み
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
法
政
大
学
国
際
文
化
学
部
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
一
年
、
長
崎
県
生
ま
れ
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
、
特
に
ペ
ル
ー
。

⑤
学
歴
…
…
南
山
大
学
外
国
語
学
部（
イ
ス
パ
ニ
ア
科
）、
東
京
外
国
語
大

学
大
学
院
地
域
研
究
科（
地
域
研
究
）博
士
前
期
課
程
修
了
、
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科（
地
域
文
化
研
究
専
攻
）単
位
取
得
満
期
退

学
。

⑥
職
歴
…
…
法
政
大
学
専
任
講
師
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
ペ
ル
ー
留
学（
一
七
歳
、二
四
歳
）、ト
ル
コ
留
学（
三

二
歳
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
で
現
地
の
人
々
と
話
し
、
出
来
事
を
共
有

し
、
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
の
発
見
や
気
づ
き
が
研
究
へ
の

活
力
と
動
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
は
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
得
て
い
ま
す
が
、
質
的
研
究
に
よ
る
分
析
法
を
さ

ら
に
勉
強
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
会
、
日
本
文
化
人
類
学
会
、

古
代
ア
メ
リ
カ
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
三
・
一
一
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
と
地
域
の
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
関
雄
二
・
染
田
秀
藤
編『
他
者
の
帝
国
―
―
イ
ン
カ
は
い

か
に
し
て「
帝
国
」と
な
っ
た
か
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）。


